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静岡県子供・若者育成支援推進強調月間協賛事業 
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祝    辞 

 

静岡県青少年対策本部長／静岡県青少年育成会議会長 

静岡県知事  川勝 平太 

 

 本日、ここ伊豆市において、令和５年度子供・若者育成支援推進強調月間 伊豆市

大会が開催されますことを心からお慶び申し上げます。また、日頃から、子供・若者

の健全育成や支援活動に積極的に取り組まれている皆様の御尽力に対し、改めて感謝

申し上げます。 

 

本県では、「富国有徳の美しい“ふじのくに”づくり」を県政の基本理念に掲げ、

幸せを実感するための基盤となる「誰一人取り残さない教育の実現」に向けて取り組

んでいます。とりわけ、子供や若者の健やかな成長は、県民の願いであり、子供や若

者が「生きる道」を見出し、「有徳の人」として歩めるよう、適切な支援を行うこと

が重要です。そのために、「地域の子供は地域の大人が育てる」という決意の下、家

庭・学校・地域・職場がそれぞれの役割を果たし、連携を深め、互いに学び、支え合

う教育を推進しています。 

 

子供・若者の置かれている環境は、少子・高齢化の進行やデジタル化の急速な進展

などにより、日々変化し複雑化しています。例えば、コロナ禍の３年間で、オンライ

ンによる学習や交流が頻繁に行われるようになるなど、利便性が向上しました。一方、

アフターコロナにおいて取り組まなければならない課題として、体験活動の減少や孤

独・孤立の問題、ＳＮＳに起因するトラブルの発生などが挙げられています。そして

引き続き、ニートやひきこもり、不登校、貧困、児童虐待、ヤングケアラーなど、様々

な問題を抱えた子供や若者への支援も推進していく必要があります。 

 

こうした課題に対応するため、県では「ふじのくに若い翼プラン―第４期静岡県子

ども・若者計画―」の下、子供たちの成長と自立に向けた支援はもとより、困難を有

する子供や若者、その家族への支援、さらには、子供が安心して生活できる環境、地

域づくりを推進しています。 

 

取り巻く環境の多様化が進み、社会の変化に対応する力が求められている今だから

こそ、“ふじのくに”の若人が「生き抜く力」を身に付け、夢に向かって自らの翼で

羽ばたいていけるよう、県や市町のみならず、地域住民団体等が連携・協力し合い、

一体となって取り組むことが重要です。まさに地域ぐるみ・社会総がかりの教育が求

められています。全ての子供・若者が、かけがえのない存在として誇りと自覚を持ち、

「有徳の人」に成長していくために、引き続き、育成支援活動に携わる皆様をはじめ、

県民の皆様の御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

結びに、本大会を契機に、県内各地において社会総がかりの子供・若者育成支援活

動が、ますます活発に展開されますことを祈念し、メッセージといたします。 
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令令和和５５年年度度伊伊豆豆市市青青少少年年健健全全育育成成大大会会実実施施要要項項  
 

1. 趣 旨 次世代を担う青少年を健全に育成することは、私たち大人の責務であり 
その実現を願い様々な取り組みの更なる強化を図ると共に、市民(地域) 
の青少年の育成に対する理解を深め、意識の高揚を図る。 

 
2. 主 催 伊豆市・伊豆市教育委員会 
 
3. 後 援 静岡県青少年育成会議・伊豆市校長会・伊豆市 PTA連絡協議会 
 
4. 日 時 令和５年１１月２３日(木・祝) １３：３０～１５：１５ 
 
5. 会 場 伊豆市民文化ホール（修善寺生きいきプラザ内）  
 
6. 内 容 青少年の主張、静岡県市町対抗駅伝競走大会選手壮行会、青少年等表彰 
 
7. 日 程 13:00 受付 

13:30 開会行事 
・開会のことば（教育長） 
・あいさつ（市長） 
・来賓紹介 

13:45 青少年の主張 
14:20  ～ 休憩 ～ 
14:30 静岡県市町対抗駅伝競走大会選手壮行会 
14:45 表彰 

    ・青少年の主張（発表者・応募者） 
・スポーツ活動、文化活動、青少年指導・支援活動 
・伊豆っ子宣言賞、チャレンジ！伊豆市読書 100選名人 

15:15 閉会 
 
8. 参加者 市長、副市長、教育長、議会議員、教育委員、社会教育委員、民生委員、 

主任児童委員、保護司、青少年指導員、青少年問題協議会委員、 
NPO法人伊豆市スポーツ協会、スポーツ少年団連絡協議会、 
伊豆総合高等学校長、各園・小・中・義務教育学校長、 
各園・小・中・義務教育学校 PTA関係者(PTA連絡協議会員)、 
各小・中・義務教育学校家庭教育学級長、各地区生涯学習推進委員長、 
シニアクラブ連合会、文化協会、こども会育成連合会委員、 
スポーツ推進委員、家庭教育支援員、その他 
 

（固定席 442人定員） 

祝    辞 

 

静岡県青少年対策本部長／静岡県青少年育成会議会長 

静岡県知事  川勝 平太 

 

 本日、ここ伊豆市において、令和５年度子供・若者育成支援推進強調月間 伊豆市

大会が開催されますことを心からお慶び申し上げます。また、日頃から、子供・若者

の健全育成や支援活動に積極的に取り組まれている皆様の御尽力に対し、改めて感謝

申し上げます。 

 

本県では、「富国有徳の美しい“ふじのくに”づくり」を県政の基本理念に掲げ、

幸せを実感するための基盤となる「誰一人取り残さない教育の実現」に向けて取り組

んでいます。とりわけ、子供や若者の健やかな成長は、県民の願いであり、子供や若

者が「生きる道」を見出し、「有徳の人」として歩めるよう、適切な支援を行うこと

が重要です。そのために、「地域の子供は地域の大人が育てる」という決意の下、家

庭・学校・地域・職場がそれぞれの役割を果たし、連携を深め、互いに学び、支え合

う教育を推進しています。 

 

子供・若者の置かれている環境は、少子・高齢化の進行やデジタル化の急速な進展

などにより、日々変化し複雑化しています。例えば、コロナ禍の３年間で、オンライ

ンによる学習や交流が頻繁に行われるようになるなど、利便性が向上しました。一方、

アフターコロナにおいて取り組まなければならない課題として、体験活動の減少や孤

独・孤立の問題、ＳＮＳに起因するトラブルの発生などが挙げられています。そして

引き続き、ニートやひきこもり、不登校、貧困、児童虐待、ヤングケアラーなど、様々

な問題を抱えた子供や若者への支援も推進していく必要があります。 

 

こうした課題に対応するため、県では「ふじのくに若い翼プラン―第４期静岡県子

ども・若者計画―」の下、子供たちの成長と自立に向けた支援はもとより、困難を有

する子供や若者、その家族への支援、さらには、子供が安心して生活できる環境、地

域づくりを推進しています。 

 

取り巻く環境の多様化が進み、社会の変化に対応する力が求められている今だから

こそ、“ふじのくに”の若人が「生き抜く力」を身に付け、夢に向かって自らの翼で

羽ばたいていけるよう、県や市町のみならず、地域住民団体等が連携・協力し合い、

一体となって取り組むことが重要です。まさに地域ぐるみ・社会総がかりの教育が求

められています。全ての子供・若者が、かけがえのない存在として誇りと自覚を持ち、

「有徳の人」に成長していくために、引き続き、育成支援活動に携わる皆様をはじめ、

県民の皆様の御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

結びに、本大会を契機に、県内各地において社会総がかりの子供・若者育成支援活

動が、ますます活発に展開されますことを祈念し、メッセージといたします。 
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№ 氏　　名 学　　校　　名 学年 題　　　　　　　名

1 山口
ヤ マ グ チ

　遥加
  ハ ル カ

土肥小中一貫校 ６年 苦しいときこそ

2 岡田
  オ カ ダ

　琴乃
  コ ト ノ

天城小学校 ６年 いつもありがとう

3 小倉
   オ グ ラ

　優奈
    ユ ナ

中伊豆小学校 ６年 私たちの地域

4 佐古
    サ  コ

　大和
  ヤ マ ト

修善寺小学校 ６年 患者にとって大切なこと

5 酒井
  サ カ イ

　花
 ハ ナ

修善寺中学校 ３年 高齢者の生きがいと充実した生活

6 佐藤
  サ ト  ウ

　心
コ コ ロ

土肥小中一貫校 ９年 挨拶は心を開く愛の鍵

7 森島
 モ リ シ マ

　聡
  ソ ウ ヤ

也
県立伊豆総合高等学校

土肥分校
１年 私は土肥の自然を大切にします。

№ 氏　　名 学　　校　　名 学年 題　　　　　　　名

1 八木
   ヤ  ギ

　杏梨
  ア ン リ

熊坂小学校 ６年 夢に向かって

2 山本
ヤ マ モ ト

　帆華
 ホ  ノ  カ

修善寺東小学校 ６年 大切な友達

3 福井
  フ ク イ

　真
    マ  ナ  ト

那
  

斗 修善寺南小学校 ６年 自然の減少

4 遠藤
 エ ン ド ウ

　和
  ワ カ ナ

奏 天城中学校 ３年 同じ人間

5 永田
  ナ ガ タ

　千怜
  チ サ ト

中伊豆中学校 ３年 インターネットは可能性の塊だろう

発表者（敬称略）

令令和和５５年年度度　　伊伊豆豆市市青青少少年年のの主主張張

応募者（敬称略）
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№ 氏　　名 所　　　属 実　績　等

ｳﾒﾊﾗ　ﾀｹﾙ

梅原　健

ｱｻｶ　ﾊﾙｷ

浅賀　陽生

ﾏﾂﾓﾄ　ｷﾜ

松本　稀芭

ｳﾒﾊﾗ　ﾐﾉﾘ

梅原　穂

ｳﾒﾊﾗ　ｺﾅﾂ

梅原　来夏

ﾀﾑﾗ　ﾕｳﾅ

田村　優奈

ｵｵﾉ　ﾋﾏﾘ

大野　陽葵

ｽｷﾞﾓﾄ　ﾕｳｷ

杉本　優樹

ｽｷﾞﾓﾄ　ｶｽﾞｼ

杉本　和嗣

ﾐﾔｻﾞﾜ　ﾄｱ

宮澤　和聖

中伊豆ＡＣ
（修善寺東小学校６年）

第39回全国小学生陸上競技交流大会静岡県選考会
兼第９回東海小学生陸上競技大会静岡県選考会
５・６年女子コンバインドA（80ⅿハードル+走高跳）
第４位
第９回東海小学生陸上競技大会
女子５・６年共通コンバインドA（80ⅿH・走高跳）　出場

修明塾
（中伊豆中学校１年）

修明塾
（中伊豆中学校３年）

静岡裾野リトルシニア
（中伊豆中学校３年）

第64回東海地区空手道選手権大会
中学３年生男子　形　優勝

第17回全日本中学野球選手権大会ジャイアンツカップ
準優勝　投手

第64回東海地区空手道選手権大会
中学１年生男子　組手　第５位

1

修善寺キッドレスリングクリニック

（修善寺小学校５年）

修善寺キッドレスリングクリニック

(修善寺小学校４年)

修善寺キッドレスリングクリニック

（修善寺小学校２年）

修善寺キッドレスリングクリニック

(修善寺小学校１年)

第36回静岡県少年少女レスリング選手権大会　優勝

第28回東海少年少女レスリング選手権大会
小３・４年女子の部34㎏級　第３位
第36回静岡県少年少女レスリング選手権大会 第３位

第28回東海少年少女レスリング選手権大会
小５・６年女子の部36㎏級　第３位
第36回静岡県少年少女レスリング選手権大会　準優
勝

10

9

8

7

4

3

2

6

5
修善寺キッドレスリングクリニック

(修善寺小学校６年)

第28回東海少年少女レスリング選手権大会
小５・６年女子の部55㎏級　準優勝
第36回静岡県少年少女レスリング選手権大会　準優
勝
第40回全国少年少女レスリング選手権大会
小６年女子の部53㎏級　第３位

沼津市立沼津高校
中等部１年

第76回静岡県中学校総合体育大会女子新体操大会
団体第３位
第45回東海中学校総合体育大会新体操競技
団体第６位

令令和和５５年年度度被被表表彰彰者者一一覧覧（（敬敬称称略略））　　　　　　※※学学年年はは令令和和５５年年度度現現在在

スポーツ活動 (順不同）

第36回静岡県少年少女レスリング選手権大会　第３位
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令令和和５５年年度度被被表表彰彰者者一一覧覧（（敬敬称称略略））　　　　　　※※学学年年はは令令和和５５年年度度現現在在

№ 氏　　名 所　　　属 実　績　等

ﾀｶｷﾞ　ﾀﾛｳ

髙木　太朗

ｶﾄｳ　ｳﾀﾊ

加藤　詩葉

ﾔﾏﾀﾞ　ﾕｳｶ

山田　優香

ｵｷﾃﾞ　ｱｺ

沖出　亜子

ｽｸﾞﾛ　ｹｲﾀ

勝呂　啓太

ｶﾜｶﾐ　ﾕﾅ

河上　由奈

ｱﾀﾞﾁ　ｶｲｾｲ

足立　海世

ﾔﾂﾊｼ　ﾘｸ

八ッ橋　大陸

ｵｵｷ　ｳﾘｭｳ

大木　優瑠

ｱﾀﾞﾁ　ｱｷ

足立　愛姫

飛龍高校３年19
令和５年度全国高等学校総合体育大会水泳競技大会
第91回日本高等学校選手権水泳競技大会
男子400ⅿ自由形　優勝　　男子1500ⅿ自由形　第３位

伊豆中央高校３年

第70回東海高等学校総合体育大会兼秩父宮賜杯第
76回全国高等学校陸上競技対校選手権大会東海地
区予選会　女子走高跳　第３位
令和５年度全国高等学校総合体育大会陸上競技大会
秩父宮賜杯第76回全国高等学校陸上競技対校選手
権大会　女子走高跳　出場

20

16

17 明聖高校１年

ＡＳＦアジアンサーフィンチャンピオンシップ2023
団体の部　優勝
ＡＳＦアジアンサーフィンチャンピオンシップ2023
個人の部〔Ｕ１８ボーイズ〕　第４位

18 知徳高校３年

第71回静岡県高等学校総合体育大会ソフトテニス競
技　個人戦　優勝
第70回東海高等学校総合体育大会ソフトテニス競技
個人戦　ベスト８
令和５年度全国高等学校総合体育大会ソフトテニス競
技大会 令和５年度全日本高等学校ソフトテニス選手権
大会　出場

第９回全国女子中学生硬式野球選手権大会
優勝　　内野手

高円宮杯ＪＦA Ｕ15サッカーリーグ2023静岡　準優勝
パロマカップ第38回日本クラブユースサッカー選手権
（Ｕ15）大会 東海大会　第５位
同大会　全国大会出場

第25回全国ヤングバレーボールクラブ男女優勝大会
優勝
第36回全国都道府県対抗中学大会　準優勝

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ第16回Ｕ18／第53回
Ｕ16陸上大会　女子ジャベリックスロー
大会新記録　優勝（５０ⅿ８６）

伊豆総合高校１年

15 聖隷クリストファー高校１年

14

スポーツ活動 (順不同）

13

12

11
アスルクラロ沼津Ｕ１５
（修善寺中学校３年）

スルガマリンガールズ
（修善寺中学校３年）

スルガマリンガールズ
（修善寺中学校３年）

スルガマリンガールズ
（土肥小中一貫校９年）

第９回全国女子中学生硬式野球選手権大会
優勝　　内野手

第９回全国女子中学生硬式野球選手権大会
優勝　　外野手
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令令和和５５年年度度被被表表彰彰者者一一覧覧（（敬敬称称略略））　　　　　　※※学学年年はは令令和和５５年年度度現現在在

№ 氏　　名 所　　　属 実　績　等

ｷｸﾁ　ﾊﾈｲ

菊池　羽衣

ｽｷﾞﾔﾏ　ｺﾄﾊ

杉山　采羽

№ 氏　　名 所　　　属 実　績　等

ﾐﾅﾐｯｺｶﾞｸｼｭｳｻﾎﾟｰﾀｰ
ｱｶﾍﾟﾝｾﾝｾｲ

南っ子学習サポーター
「赤ペン先生」

青少年指導・支援活動　(青少年の健全育成の面で永年にわたり取組み、現在も継続して取り組んでいる者）

1 修善寺南小学校

１０年以上に渡り「赤ペン先生」として、毎月２回、子供
たちの国語と算数の学習支援を行っている。
国語では漢字の「とめ・はね・はらい」など、算数では計
算の解き方ヒントなどを指導している。
また、児童の「自己肯定感」を育てることも共有してお
り、子供の頑張りや良さをたくさん褒めてくれ温かな声
掛けに感謝されている。

令和４年度静岡県高等学校総合文化祭放送部門兼第
43回静岡県高等学校放送新人コンクール
アナウンス部門　優勝
第70回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト静岡県大会
アナウンス部門　優勝
第70回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテストならびに校内
放送活動研究集会　出場

1
至心流剣舞道至誠館
(日大三島高校２年)

令和５年度全国剣詩舞コンクール静岡県大会
剣舞少年の部　準優勝
令和５年度全国剣詩舞コンクール中部地区大会
剣舞少年の部　優秀賞

2 日大三島高校３年

文化活動(順不同）
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番
号 1

地
区
名

横瀬区
事
業
名

参
加
者

内
容

番
号 2

地
区
名

本柿木区
事
業
名

参
加
者

内
容

番
号 3

地
区
名

天城中学校
事
業
名

参
加
者

内
容

番
号 4

地
区
名

熊坂小学区地域づくり協議会
事
業
名

参
加
者

内
容

番
号 5

地
区
名

月ヶ瀬学区地域づくり協議会
事
業
名

参
加
者

内
容

休耕田の活用を図るため、地域住民参加のもと、田んぼアートを製作。
地域の目玉となる事業を目指し、観光客の集客と地域振興を図る。

【地域活性事業】遊休農地、耕作放棄地の活用 100人

地域づくり協議会ソフト事業

【地域活性化事業】休耕田の活用事業「田んぼアート」 130人

テレビ朝日のお天気キャスター依田司氏を招き、
「気候変動やカーボンニュートラルについて」講演会を開催。

家庭教育支援事業

気候変動やカーボンニュートラルについて講演会 生徒113人保護者28人教師20人

地域内で顕著化する遊休農地、耕作放棄地の有効活用。
小学校と連携して農業体験、収穫体験、餅つき大会を実施し、地域の食糧生産の
一端を学習し、全校児童と家庭で共有。

地域づくり協議会ソフト事業

令令和和５５年年度度被被表表彰彰者者一一覧覧（（敬敬称称略略））　　　　

伊伊豆豆っっ子子宣宣言言賞賞

「伊豆っ子宣言」を市内地域にも普及させるため、この美わしき故郷に誇りを持って受け継いでいる活動を表彰するものです。
今年度は、各地区の生涯学習推進事業・各学校の家庭教育学級・地域づくり協議会の活動を対象としました。

公民館を会場に、伝統文化を子ども達に伝える事業。
本物の竹を使ったミニ門松作りを体験し、お飾り用の藁でお飾りの作り方も一緒に
学んだ。作製後は、横瀬サロンのメンバーが作った豚汁とお弁当を食べて交流。

公民館と本柿木農村公園を会場に、狩野城の歴史に関心をもってもらうイベント。
区民が持ち寄った農産物の販売餅つき・アユ焼き・松ぼっくりツリー作りなどを実施。

生涯学習地区推進事業

ミニ門松作り 60人(うち中学生以下20人）

生涯学習地区推進事業

狩野城まつり 40人(うち中学生以下10人)
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氏　名 (学校名・学年) 氏　名 (学校名・学年)

受受付付 田村
タ ム ラ

　柚花
ユ ズ カ 修善寺中学校３年 表表彰彰介介添添ええ

安池
ヤスイケ

　穣
ミノリ 土肥小中一貫校９年

受受付付 鈴木
ス ズ キ

　煌志
 コ ウ シ 天城中学校３年 表表彰彰介介添添ええ

中山
ナカヤマ

　実
 ミ サ キ

咲 天城中学校２年

受受付付 髙橋
タカハシ

　蒼空
ソ ラ 天城中学校３年 表表彰彰介介添添ええ

山下
ヤマシタ

　芽結
メ イ 天城中学校１年

受受付付 平野
ヒ ラ ノ

　心愛
 コ コ ア 天城中学校３年 司司会会 吉田

ヨ シ ダ
 奈瑠美

ナ ル ミ 修善寺中学校３年

受受付付 涌井
ワ ク イ

　渚
ナギサ 天城中学校３年 司司会会 熊川

クマガワ
　悠花

 ハ ル カ 天城中学校３年

受受付付 浅田
ア サ ダ

　真穂
マ ホ 天城中学校３年 司司会会 佐藤

サ ト ウ
　莉子

リ コ 中伊豆中学校３年

受受付付 石井
イ シ イ

　心
 コ ハ ル

陽 修善寺中学校２年 司司会会 荒井
ア ラ イ

　花穂
カ ホ 中伊豆中学校３年

受受付付 杉村
スギムラ

　美翠
 ミ ノ リ 修善寺中学校１年 司司会会 鈴木

ス ズ キ
 優梨亜

ユ リ ア 中伊豆中学校３年

表表彰彰介介添添ええ
田村
タ ム ラ

 実奈美
ミ ナ ミ 修善寺中学校３年 司司会会 佐藤

サ ト ウ
　心

ココロ 土肥小中一貫校９年

「「チチャャレレンンジジ！！伊伊豆豆市市読読書書110000選選」」名名人人((認認定定))

修善寺南小学校６年

天城小学校６年

中伊豆小学校６年

土肥小中一貫校６年

伊豆市子ども読書活動推進委員会で

認定した「伊豆市の子どもにおすすめ

の本 -百選-」の本を読み挑戦した

「チャレンジ！伊豆市読書100選」への

取り組みが優秀であった。

また、日ごろから読書に親しんでいる。

よって、「読書名人」に認定した。

認定内容

中学生運営ボランティア(順不同)

氏名

赤池
 アカイケ

　珀音
ハ ク ト

伊東
イ ト ウ

 慎之助
シンノスケ

岩澤
イワサワ

　結菜
ユ ウ ナ

河内
カワウチ

　朱里
 ア カ リ

三須
ミ ス

　愛
 ア イ ナ

那

真田
サ ナ ダ

 航太朗
コウタロウ

勝呂
ス グ ロ

　結
ユ イ

(学校名・学年)

修善寺小学校６年

熊坂小学校６年

修善寺東小学校６年



カテゴリー 氏名 学校・職業 カテゴリー 氏名 学校・職業

監督 亀山
カメヤマ

 誠彦
マサヒコ

公務員 コーチ 鈴木
スズキ

　亨
トオル

会社員

塩谷
シオヤ

 鉄心
テッシン 中伊豆小６ 田畑

タバタ
 達朗

タツロウ 修善寺中３

菅田
スガタ

 旺
   オ ウ

生 修善寺南小６ 小藤田
コトウダ

 爽
ソウ

真
マ

修善寺中２

鈴木
スズキ

 柊斗
シュウト 天城小６ 佐藤

 サトウ
 優

  ユウシ
志

 土肥小中一貫校８

岩澤
イワサワ

 結
 ユウナ

菜 修善寺東小６ 瀬尾
   セ オ

 芽
 メアリ

愛 土肥小中一貫校９

鈴木
スズキ

 海音
ウ イ 中伊豆小６ 植田

 ウエダ
 空

ソラ 修善寺中２

森
モ リ

 美咲
ミサキ 修善寺南小４ 仁科

ニシナ
 一花

イチカ 修善寺中１

大杉
オオスギ

 立
リツ 田方農業高１（中伊豆） 高校生女子 水口

ミズグチ
 琉花

   ル カ 伊豆中央高1（修善寺）

落合
オチアイ

 廉
レン 藤枝明誠高１（修善寺） 太田

オオタ
 裕子

ユウコ 会社員

豊田 侑亮
 トヨダ　 ユウスケ 市職員 小泉

コイズミ
 知美

トモミ 会社員

鈴木
スズキ

 潤
ジュン 会社員 飯田

イイダ
 聡

サトル 会社員

森
モリ

 裕介
ユウスケ 市職員

高校生男子

一般男子

一般女子

40歳以上

第24回しずおか市町対抗駅伝　伊豆市チーム

小学生男子

小学生女子

中学生男子

中学生女子


